
運営費交付金収益 717¶161¶602 {費用進行基準を採用した業務：期間進行基準を採用した業務以外の業務
|当該業務に係る損益等
ア）損益計算書に計上した費用の額：727¶251¶508円
（事業費：640¶873¶832円、一般管理費：84¶509¶738円、財務費用：1¶837¶138円、その他：30¶800円）
イ）補助金等及び自己収入に係る収益計上額：5¶688¶622円（雑益：5¶341¶008円、財務収益：347¶614円）
ウ）資産見返運営費交付金戻入額：3¶689¶161円
エ）資産見返寄付金戻入額：717¶885円
オ）ファイナンス・リースの会計処理による利益等：5¶762円
カ）固定資産の取得額：4¶458¶459円（工具器具備品：4¶458¶459円）

}運営費交付金の振替額の積算根拠
ア）－イ）－ウ）－エ）＋オ）＝ 717¶161¶602円

資産見返運営費交付金 4¶458¶459

資 本 剰 余 金 0

能 開 勘 定

計 721¶620¶061

計 12¶192¶182¶498

高 齢 経 理 0

会計基準第81第３項による振替額
障 害 経 理 0

能 開 勘 定 0

計 0

合 計 12¶467¶810¶498

^ 運営費交付金債務残高の明細 （単位：円）

交 付 年 度 運 営 費 交 付 金 債 務 残 高 残 高 の 発 生 理 由 及 び 収 益 化 等 の 計 画

20年度

業務達成基準を採
用した業務に係る
分

高 齢 経 理 0 `（業務達成基準を採用した業務は無い）

障 害 経 理 0 `（業務達成基準を採用した業務は無い）

能 開 勘 定 0 `（業務達成基準を採用した業務は無い）

計 0

期間進行基準を採
用した業務に係る
分

高 齢 経 理 0 `（期間進行基準を採用した業務は無い）

障 害 経 理 0 `（期間進行基準を採用した業務は無い）

能 開 勘 定 0 `（期間進行基準を採用した業務は無い）

計 0

高 齢 経 理 622¶532¶797

〇運営費交付金債務残高の発生理由は、業務委託費の効率的執行等により、運営費交付金の収益化額が計画を
下回ったものである。（注：運営費交付金の収益化については、自己収入を優先的に充てることとしている。）

〇中期計画で予定した本事業年度に実施すべき業務については、計画どおりに実施済みであり、業務の未達成
による運営費交付金債務の翌事業年度への繰越額はない。

〇繰り越した運営費交付金債務残高については、中期目標期間の終了事業年度において残額を収益化する予定
である。
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